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（24）養蚕（ようさん）・蚕種（さんしゅ）・製糸（せいし） ― Ⅲ ― 蚕業講習所の設立

市 域 に おけ る 蚕 種 を 含 め た 養 蚕 業 の技 術 が 高 かっ た のは 、 技 術 の改 良 と 発 展 に 努 め た

人々の存在が大き＜反映しています。明治２３年 （ １ ８ ９０ ）大神村の石川国太郎たちが、西多摩

村の下田伊左衛門を中心に「成進社」を創立 。養蚕業に関する講習 ・試験 ・調査 ・巡回講話 ・蚕

種配布事業を自的としていた。その蚕飼育法は、ある程度の温度を保って飼育し火力と寒暖

計を使い、従来に比べて飼育日数は短縮された。そして、明治４１年 （ １ ９０８ ）石川（大神村 ・石川

国太郎）、紅林 （ ＜ れ ば や し ） （郷地村 ・紅林七五郎）、下田（西多摩村 ・下田伊左衛門）、高崎（福生

村 ・高崎治平）の４カ所の蚕業講習所に分所されました。講習所では、優良蚕種の製造 ・販売 ・

蚕業技術指導者の養成や一般の養蚕農家に対する技術指導を行い、受講者は一万人にもな

りました。また後、立川村に成進社理水館蚕業講習所も開設 。このように、指導者の育成や技

術の指導が基礎となって、市域の養蚕業が発展しました。

○ 石川蚕業講習所―石川国太郎は、大正元年（ １ ９ １ ２ ）東京蚕種同業組合が創立されると副

理事長になり、後には組合長として、その発展に尽くしました。

○ 紅林蚕業講習所一紅林徳五郎 （寛永元年 （ １ ８ ４ ８ ）出生～明治４ ０年 （ １ ９ ０ ７ ） ４月死去 、亨年６ ０歳 ）は、明治

３８年（ １ ９ ０５ ） １ ０月 、東京府から多摩川沿い（現 ・郷地町３丁目雇用促進住宅附近）払い下げを

受け、新堤防を築き土地開拓。翌年３９年農業多角経営を目指し「紅林農業経済規範場」開設、

その一環として養蚕部を開設。明治４０年４月徳五郎死去により、長男の七五郎 （ 明 治 ８ 年 （ １ ８ ７ ０ ）

出生～昭和 １０年（ １９ ３５ ）死去享年６５歳―明治４４年（ １９ １ １ ）～大正８年（ １９ １ ９ ）まで東京府諌会議長を歴任、この間中神村外

七 ヵ 村 村 長 も 務 め 、 大 正 ８ 年 の 五 日 市 鉄 道 発 起 人 総 代 、 後 取 締 役 就 任 ）が引き継ぐ。明治４１年養蚕部を「成進

社紅林蚕業講習所」と改称。大正４年 （ １ ９ １ ５ ）下田伊左衛門の死を境に、成進社の本社という

べき下田講習所やほかの講習所が次第に衰退 （ す い た い ） してい＜なかで、成進社の中心的存

在となって技術の普及に努め、外国（中国、朝鮮など）からも研修や視察に来るほどの優秀な

技術を持っていました。大正６年（１９ １ ７ ）福島村字東原６１３ （現 ・東町５丁目、昭和公園の一部や

その南一帯）に移転。構内敷地８５０坪、隣接桑園 （ そ う え ん ）約３反歩を買収し、施設の整備を行

った。養蚕 ・製糸業の衰退により、昭和３１年 （ １９ ５６ ）解散。歴代の所長は初代＝紅林徳五良、二

代＝紅林七五郎、三代＝鈴木俊雄、四代＝松本金次郎である。

・ 頒徳碑（しょうと＜ひ）―市立昭和公園内（東町５－１３）陸上競技場の南側

傍（かたわ）らの比較的大きな碑で、風化のせいか容易（ようい）に判読出来な

い。青梅・五日市鉄道や養蚕業などに明治、大正期を通じて活躍した、郷地

村紅林徳五郎、七五郎親子を称した長文の碑。昭和１７年（１９４２）に少し東寄

りあった紅林養蚕講習所内に建立され、翌１８年１月、現在地に移設。

記 防犯宮沢支部会計 西山 禎一

紅林水門（福島町３－２５先 多摩川沿道脇）－昭和用水多摩川放水路

明治３９年（１９０６）紅林徳五郎が開削（かいさ＜）した

もの、水門設置の自的は、「紅林農業経済規範場」の

治水（ちすい）と農業用潅漑（かんがい）にあった。現

在の多摩川の川床がいかに下がったかがわかります

ここから見る多摩川の風景は、「多摩川八景」（国

土交通省）の 1 つになつており「ナメ」あるいは

「土たん」と呼ばれる地層（上総層群）がむきだしにな

つています。


